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や減訳、倒訳、変訳、直訳など従来の手法を使用する練習、という 5 つの項目を提案した。 
一方、日本語教育のために、1）連体修飾構造の分析力向上のための練習、2）連体修飾構
造の正しい理解の成否に関わる他の成分の分析力の向上法、3）文法機能の理解力を高め
るための実践法、という３つの指導法を提案した。 
 第７章では、本研究の成果のまとめを行うとともに、今後の研究の可能性を論じた。 
 
 本研究の成果と意義（上述の７章にあるもの）を列挙すると次のとおりである。 
１． 従来から翻訳において問題を生じる構造として知られていた連体修飾構造を形
式上の特徴から３つに類型化したこと。 
２． ３つの類型のそれぞれについて問題点を明らかにし、翻訳上の問題を生じる仕組
みを論じたこと。また、類型化が最適な手法の特定に有効だということを論じたこ
と。 
３． 類型ごとに有効な翻訳手法を実例と根拠とともに提示したこと。 
４． 連体修飾外の成分に着目し、それと連体修飾との関連性を確認したこと。 
５． 教育への提言をしたこと。 
 以上に加えて、１）長い連体修飾構造を取り扱うとき、その中に含まれる短い連体修飾
構造の被修飾部が文全体の根幹に当たる層の主語ではない場合、直訳しても良いこと、２）
並列構造を示す機能語を特定してから対応する中国語の機能語へと直接に訳出する手法
が有効であること、３）重層構造の不適訳を生じる原因は層の異なりなのではなく、複数
の連体修飾構造間の関係性や、重層構造全体の関係性の複雑さによるということ、４）連
体修飾構造外の関連する文成分も、連体修飾構造の意味関係を構成する一部だと見なし、
翻訳において同時に処理すべきだということ、これら４つの事項を研究の過程で発見し、
指摘をしたこともまた、本研究の成果である。 
 
以上 
